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(57)【要約】
【課題】色順次表示方式の液晶表示装置において、表示
装置の用途や動画画像の特性に応じて、より好ましい色
選択および色順次表示を可能とすること。
【解決手段】ＦＳＣ－ＬＣＤに具備される制御駆動回路
は、入力された映像信号３０のフレーム周波数に同期し
た同期信号３２および映像データ３４を生成する入力段
信号処理・制御回路２１と、１フレーム内の色フィール
ド数、各色フィールドに割り当てる色信号および割り当
てた色信号の送出順序を決定すると共に、送出順序に対
応した色フィールドを指定するフィールド指定信号３８
，４０を生成して出力するシーケンサ２２と、シーケン
サ２２からのフィールド指定信号３８に基づき、入力段
信号処理・制御回路２１からの映像データ３６を受領し
てソースドライバ１３、ゲートドライバ１４に出力する
出力段信号処理・制御回路２５を備える。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレーム内における各画素の表示色を表すための基本要素色を複数の色フィールドに
割り当て、当該各色フィールドに割り当てた色信号を表示パネルの駆動部に順次送出する
制御を行う制御駆動回路を備えた色順次表示方式液晶表示装置において、
　前記制御駆動回路には、表示において必要とされる色フィールドが定義されており、
　前記制御駆動回路は、
　入力された映像信号に基づき、当該映像信号のフレーム周波数に同期した同期信号およ
び所定の映像データを生成する第１の信号処理回路と、
　１フレーム内の色フィールド数、各色フィールドに任意に割り当てる色信号および、当
該割り当てた色信号の送出順序を変更自在に決定すると共に、当該送出順序に対応した色
フィールドを指定するフィールド指定信号を生成し、前記フレーム周波数にフィールド数
を乗じたフィールド周波数のタイミングで当該フィールド指定信号を出力する色フィール
ド指定部と、
　前記色フィールド指定部からのフィールド指定信号に基づき、前記第１の信号処理回路
からの映像データを前記表示パネルの駆動部に出力する第２の信号処理回路と、
　を備えたことを特徴とする色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の信号処理回路は、
　入力された映像データを線形演算可能な第２の映像データに変換する第１の変換部と、
　前記第２の映像データに所定の階調演算を施す階調値演算部と、
　前記色フィールド指定部からのフィールド指定信号に基づき、階調変換された前記第２
の映像データの中から当該フィールド指定信号に割り当てられた色信号に対応する映像デ
ータを順次選択するフィールド選択部と、
　前記フィールド選択部から出力された映像データに対し、前記第１の変換部が行った変
換処理とは逆の変換に相当する処理を行い、生成された映像データを前記第２の信号処理
回路に出力する第２の変換部と、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の信号処理回路は、
　前記第１の信号処理回路からの映像データを線形演算可能な第２の映像データに変換す
る第１の変換部と、
　前記第２の映像データに所定の階調演算を施す階調値演算部と、
　前記色フィールド指定部からのフィールド指定信号に基づき、前記第２の映像データの
中から当該フィールド指定信号に割り当てられた色信号に対応する映像データを順次選択
するフィールド選択部と、
　前記フィールド選択部から出力された映像データに対し、前記第１の変換部が行った変
換処理とは逆の変換に相当する処理を行い、生成された映像データを前記表示パネルの駆
動部に出力する第２の変換部と、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項４】
　前記駆動制御回路は、前記第１の信号処理回路が出力する映像データの色構成を監視す
る映像データ監視回路をさらに備え、
　前記色フィールド指定部は、前記映像データ監視回路の監視結果に基づき、１フレーム
内の色フィールド数、各色フィールドに割り当てる色信号および、当該割り当てた色信号
の送出順序の少なくとも一つを適応的に変更して処理することを特徴とする請求項１～３
の何れか１つに記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項５】
　前記駆動制御回路は、前記映像データ監視回路から通知された色の階調値を推定する階
調値推定回路をさらに備え、
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　前記階調値推定回路は、推定した階調値を用いて、前記色フィールド指定部内に格納さ
れた色情報を変更することを特徴とする請求項４に記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項６】
　前記基本要素色は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）またはシアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ
）、黄色（Ｙ）、白色（Ｗ）であり、これらの基本要素色と黒（Ｋ）を色として含めた内
から、４色以上の色フィールドが前記色フィールド指定部内に構成されることを特徴とす
る請求項１～５の何れか１つに記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項７】
　前記基本要素色は、白（Ｗ）であり、この基本要素色に加える付加色として黒（Ｋ）を
含めた２色以上の色フィールドが前記色フィールド指定部内に構成されることを特徴とす
る請求項１～５の何れか１つに記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項８】
　前記基本要素色は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）またはシアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ
）、黄色（Ｙ）であり、これらの基本要素色に加える付加色として白（Ｗ）および黒（Ｋ
）を常に含めた５色以上の色フィールドが前記色フィールド指定部内に構成されることを
特徴とする請求項１～５の何れか１つに記載の色順次表示方式液晶表示装置。
【請求項９】
　１フレーム内における各画素の表示色を表すための基本要素色を複数の色フィールドに
割り当て、当該各色フィールドに割り当てた色信号を順次表示する色順次表示方式液晶表
示装置の表示方法において、
　入力された映像信号に基づき、当該映像信号のフレーム周波数に同期した同期信号およ
び所定の映像データを生成する第１のステップと、
　１フレーム内の色フィールド数、各色フィールドに任意に割り当てる色信号および、当
該割り当てた色信号の送出順序を変更自在に決定する第２のステップと、
　前記第２のステップにて決定された送出順序に対応した色フィールドを指定するフィー
ルド指定信号を、前記フレーム周波数にフィールド数を乗じたフィールド周波数のタイミ
ングで出力する第３のステップと、
　前記フィールド指定信号に基づき、前記第１のステップにて生成された映像データを表
示パネル側に出力する第４のステップと、
　を含むことを特徴とする色順次表示方式液晶表示装置の表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に色順次表示方式の液晶表示装置およびその色表示
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　色順次表示方式（フィールドシーケンシャルカラー方式：ＦＳＣ方式）の液晶表示装置
（以下「ＦＳＣ－ＬＣＤ」と表記）は、光の３原色である赤、緑、青をＦＳＣ－ＬＣＤの
同一画素上に１フレーム内に順次表示し、その画素は、通常のカラーフィルタ型によるＬ
ＣＤ（以下「ＣＦ－ＬＣＤ」と表記）内の画素に用いられている色画素を使用しないとい
うタイプの表示装置である。
【０００３】
　周知のように、ＦＳＣ－ＬＣＤが抱える最大の難点は「色割れ（カラーブレイクアップ
）」が生ずることにある。すなわち、ある表示物体がＦＳＣ－ＬＣＤの表示画面上で動い
ていると、その前端と後端が虹色に見える。この色割れが実用上問題ない程度に抑えられ
れば、ＦＳＣ－ＬＣＤはきわめて有望な表示装置として種々の用途での活用が期待される
。
【０００４】
　一方、色割れに関しては、本願発明者を含む研究者らにより、先に出願した下記特許文
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献１によって色割れの軽減が可能になることが明らかにされている。具体的に、この特許
文献１による色順次表示方式液晶表示装置用の色表示方法によれば、３原色の組の前およ
び／または後に１または２以上のフィールド分の黒色を付加し、該付加した組内の色を順
次表示する手法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２６４２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１では、当該色表示方法をシステム的にどのように実現す
るかの具体的な手段が開示されていない。また、上記特許文献１による色表示方法が、映
像信号を構成する個々の画像（動画画像）に最適であると言い切ることはできず、表示装
置の用途や動画画像の特性（例えば、ドミナント色は何か、サブドミナント色は何かなど
）に応じて、色表示方法における最適な色の組合せは異なるものである。このため、表示
装置の用途や動画画像の特性に応じて、より好ましい色選択および色順次表示を可能とす
るシステムの構築が求められている。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、表示装置の用途や動画画像の特性に応
じて、より好ましい色選択および色順次表示を可能とする色順次表示方式液晶表示装置お
よび、その色表示方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明にかかる色順次表示方式液晶表示
装置は、１フレーム内における各画素の表示色を表すための基本要素色を複数の色フィー
ルドに割り当て、当該各色フィールドに割り当てた色信号を表示パネルの駆動部に順次送
出する制御を行う制御駆動回路を備えた色順次表示方式液晶表示装置において、前記制御
駆動回路には、表示において必要とされる色フィールドが定義されており、前記制御駆動
回路は、入力された映像信号に基づき、当該映像信号のフレーム周波数に同期した同期信
号および所定の映像データを生成する第１の信号処理回路と、１フレーム内の色フィール
ド数、各色フィールドに任意に割り当てる色信号および、当該割り当てた色信号の送出順
序を変更自在に決定すると共に、当該送出順序に対応した色フィールドを指定するフィー
ルド指定信号を生成し、前記フレーム周波数にフィールド数を乗じたフィールド周波数の
タイミングで当該フィールド指定信号を出力する色フィールド指定部と、前記色フィール
ド指定部からのフィールド指定信号に基づき、前記第１の信号処理回路からの映像データ
を前記表示パネルの駆動部に出力する第２の信号処理回路と、を備えたことを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明にかかる色順次表示方式液晶表示装置によれば、表示装置の用途等に応じて、よ
り好ましい色選択および色順次表示が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１によるＦＳＣ－ＬＣＤの概略構成を示す図である
。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１によるＬＣＤ制御駆動回路の細部構成を示す図で
ある。
【図３】図３は、本発明の実施の形態２による出力段信号処理・制御回路の構成例を示す
図である。



(5) JP 2010-224065 A 2010.10.7

10

20

30

40

50

【図４】図４は、本発明の実施の形態３によるＬＣＤ制御駆動回路の細部構成を示す図で
ある。
【図５】図５は、本発明の実施の形態４によるＬＣＤ制御駆動回路の細部構成を示す図で
ある。
【符号の説明】
【００１１】
１１　液晶表示パネル
１２　バックライト
１３　ソースドライバ
１４　ゲートドライバ
１５　ＬＣＤ制御駆動回路
１７　ＴＦＴアレイ
２１　入力段信号処理・制御回路
２２，６４　シーケンサ
２３　フレームバッファ
２４　バックライト（ＢＬ）制御回路
２５　出力段信号処理・制御回路
３０　映像信号
３２　フレーム同期信号
３４，３６　映像データ
３５　表示パネルへの出力としてソースドライバへの信号４２の一部となる信号
３８，４０　フィールド指定信号
４１　点灯タイミング信号
４２　ソース駆動信号
４４　ゲート駆動信号
４６　バックライト（ＢＬ）制御信号
５０　階調データリニア変換部
５２　階調値演算部
５４　フィールド選択部
５６　階調データガンマ変換部
６０　映像データ監視回路
６２　代表色推定回路
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照して、本発明にかかる色順次表示方式液晶表示装置および、その
色表示方法の実施の形態を詳細に説明する。なお、以下に示す実施の形態により本発明が
限定されるものではない。
【００１３】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１による色順次表示方式液晶表示装置（ＦＳＣ－ＬＣＤ）
の概略構成を示す図である。図１に示すように、実施の形態１によるＦＳＣ－ＬＣＤでは
、液晶表示パネル１１、バックライト１２、ソースドライバ１３、ゲートドライバ１４、
および液晶表示装置（ＬＣＤ）制御駆動回路１５を備えた構成が示されている。
【００１４】
　ＦＳＣ－ＬＣＤの表示パネル１１には、ＴＦＴによって構成される画素を多数並べたＴ
ＦＴアレイ１７が構成されている。また、表示パネル１１には、例えばネマティック液晶
が封止され、偏光板や位相差補償フィルムなどと合わされて表示セルを構成している。な
お、本実施の形態で説明する液晶表示装置は、色順次表示方式であり、表示パネル１１は
、カラーフィルタを具備していない。
【００１５】
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　バックライト１２は、表示パネル１１の後部に設けられている。このバックライト１２
は、ＬＣＤ制御駆動回路１５からのバックライト（ＢＬ）制御信号４６に基づき、表示パ
ネル１１に表示させる色信号に同期して、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光を発する光
源手段である。なお、ここでは色順次表示方式としてＲＧＢの３原色型を挙げているが、
ＲＧＢ以外の３原色、例えばシアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ）、黄色（Ｙ）など、他の３原
色であっても構わない。以下では、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙ、Ｍ、Ｃに白色（Ｗ）を加えた７色を
基本要素色と呼ぶことにする。ＲＧＢを３原色としている場合、ＹはＧとＲの混色、Ｍは
ＲとＢの混色、ＣはＢとＧの混色、ＷはＲＧＢの混色、によって実現する。
【００１６】
　表示パネル１１の駆動部を成すソースドライバ１３およびゲートドライバ１４は、表示
パネル１１の周辺部に設けられている。ゲートドライバ１４は、例えばスイッチング素子
などを内部に含む駆動用ＩＣなどを用いて構成することができ、ＬＣＤ制御駆動回路１５
からのゲート駆動信号４４に基づいて、ＴＦＴアレイ１７を構成する各ＴＦＴのゲートに
付与する印加電圧のタイミングを制御する。ソースドライバ１３は、例えば演算回路など
を内部に含む駆動用ＩＣなどを用いて構成することができ、ＬＣＤ制御駆動回路１５から
のソース駆動信号４２に基づき、各ＴＦＴのソースに付与する印加電圧のタイミングおよ
び、映像データの階調に対応する印加電圧の大きさを制御する。なお、図１に示すレイア
ウトは、その一例を示すものであり、本発明はこれらのレイアウトに限定されるものでは
ない。
【００１７】
　図２は、ＬＣＤ制御駆動回路１５の細部構成を示すブロック図である。図２において、
ＬＣＤ制御駆動回路１５は、入力段信号処理・制御回路２１、シーケンサ２２、フレーム
バッファ２３、バックライト（ＢＬ）制御回路２４および、出力段信号処理・制御回路２
５を備えている。また、シーケンサ２２は、色フィールド指定部として機能する。
【００１８】
　入力段信号処理・制御回路２１には、例えば１秒間に６０フレーム（６０frames/s）の
映像信号３０が入力される。以下ではこの６０frames/sに即して説明するが、入力される
映像信号は５９．９４frames/s等、他の周波数であっても構わず、その場合は６０frames
/sを読み替えるものとする。入力段信号処理・制御回路２１は、映像信号３０に基づき、
強度や色に応じた階調データを変換し、変換した階調データを映像データ３４としてフレ
ームバッファ２３に出力する。また、入力段信号処理・制御回路２１は、映像信号３０の
フレーム周波数に同期する同期信号３２を生成してシーケンサ２２に出力する。
【００１９】
　図２において、シーケンサ２２には、１フレーム内の色フィールドに割り当てる色信号
を選択するための表（色フィールドの識別表）が示されている。ここで、図２の左側に示
す１～６の数字は、色フィールド番号を表している。また、その右側に示すＲ，Ｗ，Ｇ，
Ｂ，Ｋの英文字は、色識別記号を表しており、各記号の意味は前述の通りである。なお、
この表は、シーケンサ２２が参照するルックアップテーブル（ＬＵＴ）の概念であっても
よいし、同期信号３２に同期して色フィールドの情報を番号順に出力するシーケンスセッ
トの概念であっても構わない。なお、シーケンスセットの場合には、色フィールドの構成
に応じて複数のセットを用意するイメージである。シーケンスセットを使用する場合、同
期信号をトリガとしてシーケンスセットに規定された順序でフィールド指定信号を送出す
ればよいので、シーケンサ２２での処理が軽快になるという利点がある。一方、ＬＵＴを
使用する場合では、例えば用途等に合わせて色フィールド数を切り替えて使用するときに
、特定のシーケンスセットを用意する必要がなく、ＬＵＴの読み出し手順を変更するだけ
でよいという利点がある。例えば、図２に示すような６つの色フィールドを有する場合に
おいて、「Ｗ」および「Ｋ」の一つを使用しない「ＲＧＢＫ」という色フィールドを構成
した表示制御を行うことも簡易に実現することができる。
【００２０】
　シーケンサ２２は、入力段信号処理・制御回路２１から同期信号３２が入力されると、



(7) JP 2010-224065 A 2010.10.7

10

20

30

40

50

既定の情報（例えば１フレーム内の色フィールド数、各色フィールドに割り当てる色信号
および、当該割り当てた色信号の送出順序）に基づき、ＬＵＴを参照し、フィールド指定
信号４０をＢＬ制御回路２４に出力し、フィールド指定信号３８を出力段信号処理・制御
回路２５に出力する。ここで、フィールド指定信号４０は、何色のバックライトを光らせ
るかを表す信号である。また、フィールド指定信号３８は、送出タイミングがフィールド
指定信号４０と異なる点を除き、信号の意味するところは同一である。ただし、例えばＯ
ＣＢモード液晶表示装置では、何色の色を表示させるかによって、画素回路に対する書き
込み電圧（印加電圧）が異なるので、フィールド指定信号３８の意味するところはフィー
ルド指定信号４０と異なってくる。
【００２１】
　ＢＬ制御回路２４は、入力されたフィールド指定信号４０に基づき、バックライトを制
御するＢＬ制御信号４６を生成してバックライト１２に出力する。なお、ＢＬ制御信号４
６の出力のタイミングは、出力段信号処理・制御回路２５からの点灯タイミング信号４１
によって制御される。
【００２２】
　出力段信号処理・制御回路２５は、フレームバッファ２３に保持されている映像データ
３６を逐次入力し、シーケンサ２２からのフィールド指定信号３８の入力タイミングに同
期させたゲート駆動信号４４およびソース駆動信号４２を生成する。すなわち、ゲート駆
動信号４４はゲートドライバ１４に出力され、ソース駆動信号４２はソースドライバ１３
に出力される。
【００２３】
　つぎに、シーケンサ２２で構成される色フィールドの詳細について説明する。
【００２４】
（ＲＧＢ表示、色フィールド数「６」の場合）
　ＲＧＢ表示で、且つ、色フィールド数が「６」の場合、色フィールドの構成を例えば「
ＲＧＢＫＫＫ」のように構成する。ここで、記号の並びは送出の順序（すなわち、表示の
順序）を表している。また、「Ｋ」の意味は、色フィールドに黒色を指定することを意味
する。この場合、表示パネルの該当画素を黒状態に駆動する（すなわち該当画素のＴＦＴ
を光を遮蔽するよう制御する）か、バックライトを消灯するかの何れかの制御を行えばよ
い。また、例えば「……ＫＫＫ」のように色信号を表示しない色フィールドでは、黒フィ
ールドを複数集めて並べることにより、動きぼやけ（モーションブラー）の小さい表示制
御が可能となる。なお、色フィールド数を「６」とした場合、フィールド指定信号は、図
２に示すように、６０(frames/s)×６(fields/f)＝３６０（fields/s)の送出周期となる
。
【００２５】
　なお、ＲＧＢ表示で、且つ、色フィールド数が「６」の場合の色フィールド構成として
、上記では、「ＲＧＢＫＫＫ」の場合を示したが、この色フィールド構成の他にも、「Ｒ
ＢＧＫＫＫ」、「ＧＢＲＫＫＫ」、「ＧＲＢＫＫＫ」、「ＢＲＧＫＫＫ」、「ＢＧＲＫＫ
Ｋ」のように構成してもよい。また、必ずしも「ＲＧＢ……」のように、「ＲＧＢが先頭
に来る必要はなく、例えば「ＫＲＧＢＫＫ」、「ＫＫＲＧＢＫ」、「ＫＫＫＲＧＢ」のよ
うな色フィールド構成であってもよいし、これらの各色フィールド構成における「ＲＧＢ
」の順序を変更した色フィールド構成であっても構わない。
【００２６】
（ＲＧＢＷ表示、色フィールド数「６」の場合）
　ＲＧＢＷ表示で、且つ、色フィールド数が「６」の場合、色フィールドの構成を、例え
ば「ＲＷＧＢＫＫ」のように構成する（図２参照）。このように「Ｗ」の色フィールドを
含ませた場合、白が目立つ画面（白がドミナント色である画面）において好ましい。なお
、周知のようにＲＧＢの３原色を混ぜれば白色の表示は可能となるが、複数の色フィール
ドで構成した場合には、色割れの影響が大きくなる。したがって、本実施例のように、色
割れを起こしたくない「Ｗ」を、「ＲＧＢ」以外の一つの色フィールドに割り当てること



(8) JP 2010-224065 A 2010.10.7

10

20

30

40

50

が好ましい実施態様となる。なお、「ＲＷＧＢＫＫ」の色フィールド構成に限らず、「Ｋ
ＲＷＧＢＫ」、「ＫＫＲＷＧＢ」であってもよいし、これらの各色フィールド構成におけ
る「ＲＷＧＢ」の順序を変更した色フィールド構成であっても構わない。
【００２７】
（ＲＧＢＹ表示、色フィールド数「６」の場合）
　ＲＧＢＹ表示で、且つ、色フィールド数が「６」の場合、色フィールドの構成を、例え
ば「ＲＹＧＢＫＫ」のように構成する。例えば、人間の皮膚を観察する場合、「Ｙ」を色
フィールドに含ませることが好ましい。人間の皮膚の色は、俗に言うと白っぽい赤色をし
ており、色的には黄色に近い特性を有している。そこで、色割れして欲しくない黄色をド
ミナント色とし、一つの色フィールドに割り当てることが好ましい実施態様となる。なお
、「ＲＹＧＢＫＫ」の色フィールド構成に限らず、「ＫＲＹＧＢＫ」、「ＫＫＲＹＧＢ」
であってもよいし、これらの各色フィールド構成における「ＲＹＧＢ」の順序を変更した
色フィールド構成であっても構わない。
【００２８】
（ＲＧＢＷＹ表示、色フィールド数「６」の場合）
　ＲＧＢＷＹ表示で、且つ、色フィールド数が「６」の場合、色フィールドの構成を、例
えば「ＲＹＧＷＢＫ」のように構成する。例えば、内視鏡などで人体の内部を観察する場
合、投射照明光の照り返しによる「ホットスポット」が生じた画像を観察することが多く
なる。このため、この「ホットスポット」に対応する「Ｗ」および、人間の皮膚の色に近
い「Ｙ」を色フィールドに含ませることが好ましい実施態様となる。なお、「ＲＹＧＷＢ
Ｋ」の色フィールド構成に限らず、「ＫＲＹＧＷＢ」であってもよいし、これらの各色フ
ィールド構成における「ＲＹＧＷＢ」の順序を変更した色フィールド構成であっても構わ
ない。
【００２９】
（白黒表示、色フィールド数「６」の場合）
　上記では、カラー表示のＦＳＣ－ＬＣＤに適用する場合について説明したが、白黒表示
のＦＳＣ－ＬＣＤに適用することも可能である。白黒表示の場合、基本要素色はＷであり
、ＲＧＢの色フィールドは不要となる。したがって、色フィールド数「６」を維持する場
合には、色フィールドの構成を例えば「ＷＫＫＫＫＫ」のように構成することが可能であ
る。白黒表示の場合、黒表示を連続させると、よりクリアな画面表示が得られる。このた
め、もし、カラー表示と白黒表示とを切り替えて使用する用途があれば、カラー表示のた
めに準備した機能を白黒表示の機能として活用できるという効果が得られる。
【００３０】
（色フィールド数が６未満場合）
　上記では、色フィールド数が６の場合について示したが、色フィールド数を６未満とす
ることも可能である。この場合、上述したように、色フィールド数に合わせてシーケンス
セットを書き換えるか、新たに設けるか、あるいはＬＵＴの読み出し処理に若干の変更を
加えればよい。例えば、図２に示すような６つの色フィールドのＬＵＴを有する場合にお
いて、「Ｗ」および「Ｋ」の一つを使用しない「ＲＧＢＫ」という色フィールドを構成し
て表示制御を行う場合、シーケンサ２２は、ＬＵＴから「Ｒ」、「Ｇ」、「Ｂ」、「Ｋ」
の順序で色フィールドを選択し、選択した色フィールドをＢＬ制御回路２４および出力段
信号処理・制御回路２５にそれぞれ出力すればよい。なお、色フィールド数を「４」とし
た場合、フィールド指定信号の送出周期は、６０(frames/s)×４(fields/f)＝２４０（fi
elds/s)となる。
【００３１】
（色フィールド数が６を超える場合）
　色フィールド数が６を超える場合についても、６未満の場合と同様であり、色フィール
ド数に合わせたシーケンスセットの書き換え、シーケンスセットの新たな設定、ＬＵＴの
読み出し処理の変更等を行えばよい。ＬＵＴを使用する場合、最大限必要な色フィールド
を保持すれば、用途等に合わせた色フィールドの切り替えが適宜可能となる。なお、色フ
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ィールド数を例えば「８」とした場合、フィールド指定信号の送出周期は、６０(frames/
s)×８(fields/f)＝４８０（fields/s)となる。
【００３２】
　なお、上記の例では、カラー表示における基本要素色を「ＲＧＢ」としたが、「ＣＭＹ
」を基本要素色として用いることも無論可能である。
【００３３】
　また、上述した内容は、ＦＳＣ－ＬＣＤの中でも、バックライトをスキャンしない方式
に対する一通りの説明であるが、バックライトスキャン方式に適用することも可能である
。バックライトスキャン方式では、バックライトがブロックという単位で区分されており
、ブロックごとに信号の送出順序が異なっているので、例えば上記シーケンスセットおよ
びＬＵＴをブロック毎に有することで対応が可能となる。なお、ブロックごとのスキャン
に規則性がある場合には、一つのブロックのＬＵＴから他のブロックのＬＵＴを容易に把
握することができるので、図２のように一つのＬＵＴを設けることでも対応が可能である
。
【００３４】
　以上説明したように、実施の形態１のＦＳＣ－ＬＣＤによれば、１フレーム内の色フィ
ールド数、各色フィールドに割り当てる色信号および、割り当てた色信号の送出順序を決
定し、送出順序に対応した色フィールドを指定するフィールド指定信号を生成し、フレー
ム周波数にフィールド数を乗じたフィールド周波数のタイミングでフィールド指定信号を
出力することとしているので、表示装置の用途等に応じて、より好ましい色選択および色
順次表示が可能となる。
【００３５】
実施の形態２．
　図３は、本発明の実施の形態２による出力段信号処理・制御回路の構成例を示す図であ
り、図２に示した出力段信号処理・制御回路２５の細部機能を示した構成図である。実施
の形態１では、色フィールドを自在に扱うことができる機能について説明したが、図３で
は、当該機能を具現する具体的な構成を示している。
【００３６】
　図３に示すように、出力段信号処理・制御回路２５は、第１の変換部としての階調デー
タリニア変換部５０、階調値演算部５２、フィールド選択部５４および、第２の変換部と
しての階調データガンマ変換部５６を備えて構成される。
【００３７】
　出力段信号処理・制御回路２５に入力される映像データ信号３６は、入力源に応じてγ
値が異なることが一般的であり（ＰＡＬ方式の場合：γ＝２．７、ＮＴＳＣ方式の場合：
γ＝２．２）、そのままの値（階調値）では、後述する階調値演算部５２の処理が複雑（
線形演算が不可能）である。そこで、階調データリニア変換部５０は、入力された映像デ
ータ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を線形演算可能な第２の映像データに変換する。なお、第２の映像デ
ータへの変換処理は、階調データリニア変換表などを用いてγ＝１とする変換処理が行わ
れる。
【００３８】
　階調値演算部５２は、階調データリニア変換部５０が変換した第２の映像データに対し
、所定の階調演算を施して所望の色、且つ、所望の階調値の映像データを生成する。なお
、この階調演算については、ＬＵＴを参照する手法を用いてもよいし、比較器を用いて数
値演算する手法を用いてもよい。また、図３では、「ＲＧＢ」から「ＲＧＢＣＭＹＷ」の
映像データ（階調データ）を演算する構成を示しているが、全ての階調演算を行う必要は
なく、必要なものを演算する構成であればよい。
【００３９】
　フィールド選択部５４は、シーケンサ２２からのフィールド指定信号３８に基づき、階
調変換された第２の映像データの中から当該フィールド指定信号に割り当てられた色信号
に対応する映像データを選択して出力する。階調データガンマ変換部５６は、フィールド
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選択部５４から出力される映像データに対し、階調データリニア変換部５０が行った変換
処理とは逆の変換処理（すなわちγ値を元の値に戻す処理あるいは液晶表示パネルのγ特
性に合わせる処理）を行い、生成された映像データ３５を表示パネル１１に出力するソー
ス駆動信号４２のデータとする。
【００４０】
　なお、図３では、上述した階調データリニア変換部５０、階調値演算部５２、フィール
ド選択部５４および階調データガンマ変換部５６を出力段信号処理・制御回路２５内に設
ける構成について例示したが、これらの構成部を入力段信号処理・制御回路２１に設ける
構成としてもよい。この場合、階調データリニア変換部５０への入力信号（映像データ信
号３６）は、映像信号入力３０となり、出力信号３５は映像データ信号３４になる。また
この場合、フィールド指定によるフィールド選択部５４は不要で、ＲＧＢＣＭＹＷの内、
色フィールド構成に必要な色の映像データについてすべてガンマ変換部５６を通した後、
フレームバッファ２３に蓄えることになる。あるいは、これら４つの構成部の機能を必要
に応じて分割し、入力段信号処理・制御回路２１および出力段信号処理・制御回路２５に
配置することも可能である。例えば、階調データリニア変換部５０、階調値演算部５２を
入力段信号処理・制御回路２１に配置し、フィールド選択部５４および階調データガンマ
変換部５６を出力段信号処理・制御回路２５に配置するようにしてもよい。
【００４１】
　つぎに、階調値演算部５２で行われる処理の一例として、「ＲＧＢ」から「ＲＧＢＷ」
の階調データを演算する場合を一例として説明する。なお、階調演算を行う前の「ＲＧＢ
」の各画素値をそれぞれ、ＶＲ，ＶＧ，ＶＢとし、階調演算を行った後の「ＲＧＢＷ」の
各画素値を、それぞれＶＲ’，ＶＧ’，ＶＢ’，ＶＷ’と表記する。
【００４２】
＜ステップ１＞
　まず、階調データリニア変換部５０から、各画素値ＶＲ，ＶＧ，ＶＢを受領する。
＜ステップ２＞
　つぎに、次式を用いて、ＶＷ’を演算する。
　ＶＷ’＝ｍｉｎ（ＶＲ，ＶＧ，ＶＢ）　　　…（１）
　ここで、「ｍｉｎ」の記号は、３者の最小値を選択することを意味する。
＜ステップ３＞
　さらに、次式を用いて、ＶＲ’，ＶＧ’，ＶＢ’を演算する。
　ＶＲ’＝ＶＲ－ＶＷ’　　　　　　　　　　…（２）
　ＶＧ’＝ＶＧ－ＶＷ’　　　　　　　　　　…（３）
　ＶＢ’＝ＶＢ－ＶＷ’　　　　　　　　　　…（４）
＜ステップ４＞
　上記（１）～（４）式に示されるＶＲ’，ＶＧ’，ＶＢ’，ＶＷ’をフィールド選択部
５４に出力する。
【００４３】
　このように、ＲＧＢＷ表示を行う場合には、上記のような各ステップに基づく処理を行
えばよい。また、その他の表示についても、上記と同様なステップを行えばよい。
【００４４】
　以上説明したように、実施の形態２のＦＳＣ－ＬＣＤによれば、入力された映像データ
を線形演算可能な第２の映像データに変換し、この第２の映像データに所定の階調演算を
施すことによって色フィールドの構成に必要な映像データを生成するとともに、階調変換
された第２の映像データの中から当該フィールド指定信号に割り当てられた色信号に対応
する映像データを順次選択するようにしているので、表示装置の用途や動画画像の特性に
応じた、より好ましい色選択および色順次表示が可能となる。また、実施の形態２の処理
では、階調変換されて順次選択された映像データに対して、元のγ値に戻す処理を行って
いるので、変換処理に要する演算量の低減が可能となる。
【００４５】
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実施の形態３．
　図４は、本発明の実施の形態３によるＬＣＤ制御駆動回路の細部構成を示す図である。
同図のＬＣＤ制御駆動回路１５では、図２に示す構成において、入力段信号処理・制御回
路２１とシーケンサ２２との間に映像データ監視回路６０を設ける構成を示している。な
お、その他の構成部については、図２に示した実施の形態１の構成と同一または同等であ
り、それら共通の構成部には、同一の符号を付して示すとともに、その詳細な説明を省略
する。
【００４６】
　図４において、映像データ監視回路６０は、入力された映像データを監視し、入力され
た映像データの特性（例えば、ドミナント色は何か、サブドミナント色は何か等）に応じ
て、色フィールドの構成を適応的に変更できる機能を有している。ここで、ドミナント色
およびサブドミナント色の判定については、例えば１または複数枚の動画画像において、
色別の画素数をカウントし、ＹＭＣＷのように混色で生成される基本要素色においてカウ
ント値が最も多く（すなわち面積が最も大きく）、且つ、所定の閾値を超えている場合に
、当該色をドミナント色とし、また、同様に混色で生成される基本要素色の中でカウント
値が２番目に多く（すなわち面積が２番目に大きく）、且つ、所定の閾値を超えている場
合に、当該色をサブドミナント色とするような判定処理を行えばよい。
【００４７】
　映像データ監視回路６０は、ドミナント色の存在を判定した場合、あるいはドミナント
色およびサブドミナント色の双方の存在を判定した場合、シーケンサ２２を制御して色フ
ィールドの構成を適応的に変更する。なお、この機能は、シーケンサ２２に具備されるＬ
ＵＴのエントリーを書き換える信号を出力する機能あるいは、シーケンサ２２に具備され
るシーケンスセットを選択する信号を出力する機能を映像データ監視回路６０に具備させ
ることにより、実現可能である。シーケンサ２２は、これらの制御信号を受領した場合、
色フィールドの構成を変更し、変更後のフィールド指定信号３８およびフィールド指定信
号４０を出力する。
【００４８】
　以上説明したように、実施の形態３のＦＳＣ－ＬＣＤによれば、映像データ監視回路の
監視結果に基づき、１フレーム内の色フィールド数、各色フィールドに割り当てる色信号
および、当該割り当てた色信号の送出順序の少なくとも一つを適応的に変更して処理する
ようにしているので、表示装置の用途や動画画像の特性に応じて、より好ましい色選択お
よび色順次表示が可能となる。
【００４９】
実施の形態４．
　図５は、本発明の実施の形態４によるＬＣＤ制御駆動回路の細部構成を示す図である。
同図のＬＣＤ制御駆動回路１５では、図４に示す構成において、映像データ監視回路６０
とシーケンサ６４との間に代表色推定回路６２を設ける構成を示している。また、シーケ
ンサ６４に具備されるＬＵＴを階調表現に変更している。なお、その他の構成部について
は、図４に示した実施の形態３の構成と同一または同等であり、それら共通の構成部には
、同一の符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００５０】
　図５において、代表色推定回路６２は、映像データ監視回路６０から通知された色情報
に対して、ＲＧＢＹＭＣＷのような基本要素色だけではなく、それらの中間色調をも扱い
、より適切な階調値を推定するとともに、推定した階調値を用いてシーケンサ６４のＬＵ
Ｔに反映させる（図５では、橙色（Orange）の階調値を推定し、ＬＵＴを書き換える例を
示している）。
【００５１】
　すなわち、代表色推定回路６２は、映像データ監視回路６０から通知された色の階調値
を推定する階調値推定回路として機能する。このような階調値推定回路を設けることによ
り、動画画像の色情報を忠実に再現した表示制御が可能となる。
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【００５２】
　以上説明したように、実施の形態４のＦＳＣ－ＬＣＤによれば、映像データ監視回路か
ら通知された色情報の階調値を推定してＬＵＴに反映させることとしているので、上記実
施の形態１～３の効果に加え、入力された映像信号を表示する際の忠実度が向上するとい
う効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　以上のように、本発明にかかる色順次表示方式液晶表示装置およびその色表示方法は、
表示装置の用途や動画画像の特性に応じた、より好ましい色選択および色順次表示を可能
とする発明として有用である。

【図１】 【図２】
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